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チェルノブイ ジと福島の原発事故を経験 しても、

なお、原発をやめないのは、なぜ ?

事故後、行政や住民 ・市民はどう動き、
今ほどうなのか。           i
被ばくの実態は?チ

日本は 48基 、世界では 426基 釣14年1月1弱紛

もの原発があり、
さらに建設申 81基 、計画中 100基 !

日本が、世界が、原発をど

ご一緒に考えてみたいと|
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西 呂 漢 さん の 著 書      億 作物力彰 いので2000年以降に出版された単著に限りました)

日私の反原発切抜描 歴 史物語り

・なぜ即時原発廃止なのか

コどうする?放 射能ごみ 案 は暮らしに直結する恐怖  増 補改訂新版 (プロブレムQ&A)

・原発は地球にやさしいか 温 暖化防止に役立つというウソ (プロブレムQ&A)

・むだで危険な再処理 い まならまだ止められる  (プ ロブレムQ&A)

,ど うする?放 射能ごみ 実 は暮らしに直結する恐輸   (プ ロブレムQ&A)

,なぜ脱原発なのか? 放 射能のごみから非浪費型社会まで  (プ ロブレムQ&A)

(以上 緑 風出版)

・日本の原子力60年 トピックス32                    (原 子力資料情報室)

とQ&Aで 知るプルサーマルの正体                     (原 子力資料情報室)

・脱原発しかない パ クとマサルのイラス ト'ノー ト  増 補新版           (第 二書館)

Ⅲ原発を考える50話   新 版 (岩波ジュニア新春)                 (岩 波書店)

原子力資料情報室のあゆみ (原子力資料情報室のホームページから引用 ・抜粋)

1975年 9月   設 立 。

1976年 1月   『 原発斗争情報どの発行をr原発'再処理工犠反対達駒情報・連絡センター」から引き鵜ぎ、18号から毎集=発行。

1987年 5月  高 木仁二郎が代表に就任。  FNuke lnfo Tokyo』創刊

1988年 6月  第 1回公開研究会「プルトニウム空輸の危険性」を開催c

1994年 6月  音 森市でr再処理を考える者森国際シンポジウム」を開催。

1994年 10月  ベ ラル
ー シ共 和 国 ミンス クでシ ンポ ジ ウ ム

・
IAcute and Late CoIIsequences ofNuclear

caatrOphett Hiroshima―Nagasaki and Chemobyl'を開催。

妙%年 4月 『脱原発年鑑 96』を刊行。以後『年鑑』を毎年刊行。

1997年 12月 高木仁三郎代表がプルトニウム利用のを険性を世界に広く知らせた科学的コ社会的貢献によリ

ライトコライブリフッド賞をマイケルロシュナイダー氏と共に共同受賞。

1998年 9月  ワ ークシヨップr持続可能かつ平和なエネルギーの未来」をソウルで開催

1999年   JCO臨 界事故総合評価会議を立ち上げると2000年に報告書「JCO臨 界事故と日本の原子力往_

政」を刊行、2005年に「青い光の警告」を刊行

2tltltj年10月 高本仁三郎 死去(享年62歳 )

2001年    メ
ールマガジン『CNIC EXPRESS』 創刊

2tXD3年   原 発老朽化問題研究会発足

2tXj5年   高 木仁二郎左 リアルf『市民科学のこれから』一フランク・フォンBヒッペル教授を招いての講演と計酷」を開催

2010年 10月 「高木仁三郎 没後 10年のつどい 希望へと歩みつづけるJを高木仁三郎市民科学基金、高木

学校とともに主催

2011年 3月  い 的麟、UstrealII、facebookでの情報発信を開始

2012年 4月  放 射能測定重
"夕ニムラボ"を

開設

2012年 12月  フ リーペーパー『別冊 TWO SCENE』 を創刊

2013年 4月  韓 国 教 保教育文化財団から長年の脱原発活動を評価されく国際部F母優秀賞を受賞


